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はじめに

国文学研究資料館は、平成16年度からの国立大学の法人化にともない、大学共同利用機関法人と

なり、人間文化研究機構を構成する一機関として再発足することになりました。同じ機構に所属する

のは、国立歴史民俗博物館・国際日本文化研究センター・総合地球環境学研究所・国立民族学博物館

の5機関です。従来はそれぞれのミッションのもとに、文部科学省直轄の研究所として活動を続け

てきましたが、一昨年度からは機構本部のもとに各種の委員会を構成し、分野に応じた連携、共同研

究を推進する態勢を整えているところです。国文学研究者をもっぱら相手にしていたのとは異なり、

さまざまな分野の研究者とコミュニケーションを交わさなければならないだけに、そういう意味では

激変したといってよく、私どもは一層の視野を広げる必要に迫られているのも実情であります。

1972年5月に国文学研究資料館は発足して以降、国文学研究者コミュニティに支えられ、国内外

に所蔵される資料を調査収集するのが大きな目標として事業を推進してきました。そのようにして得

たデータを研究者に還元し、利用していただくとともに、若手の研究者を支援していくことが使命で

あることは、法人化されても変わりません。国文学研究資料館としては、毎年数多くの出版、報告書

を出すとともに、「十年の歩み」「国文学研究資料館の20年」「国文学研究資料館30年誌」「史料館

の歩み四十年」｢史料館の歩み50年」といったように、過去の回想とともに評価も交えてデータを

まとめてきました。ただ、今日のようにテンポが速くなってきた時代には、それでは即応しきれなく

なってもおりますだけに、法人化されたこの二年を振り返り、次年度以降の計画を実施していくため

にも、継続して「年報」として作成することにいたしました。目次を見ましただけでも、国文学研究

資料館が発足した当時とは比較にならないほどの研究業務を積み重ねていることがわかっていただけ

るものと思います。

国文学研究資料館は、法人化を契機として組織を全面的に改め、全教員が四つの研究系に所属し、

そこから四つの事業部を支える仕組みにいたしました。館の基本であります調査収集という研究事業

は進めますが、それだけでは存在意義が問われかねません。できるかぎり国文学研究のフロントラン

ナーとしての責務を果たし、人文学の活性化に少しでも寄与していきたく思っております。国文学や

歴史研究の方々と共同研究を組織し、その成果を出版やホームページ、展示等によって公開すること

によって、一層の社会還元をはかる所存です。本書をお読みいただき、多くの方々のご意見やご鞭捷

をたまわりたく思っているところです。

平成18年12月

国文学研究資料館長伊井春樹
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